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◆ キーワード　高田十郎／雑誌『なら』／『方言採集手帖』／ことばの記録／昔話研究史

方
言
研
究
と
昔
話
研
究

―
―
高
田
十
郎
の
場
合
―
―

高 

木
　
史 

人

一
、「
小
河
」
の
人
か
ら
「
大
和
」
の
人
へ

　

二
〇
〇
五
年
の
暮
れ
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
。
畏
友
、
森
洋
介
か
ら
、

高
田
十
郎
の
伝
記
が
出
て
い
る
か
ら
取
り
寄
せ
て
勉
強
会
を
し
よ
う
、『
な

ら
』
も
復
刊
さ
れ
た
こ
と
だ
し
、
と
い
う
誘
い
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら
年

も
改
ま
り
し
ば
ら
く
し
て
、
森
に
教
え
ら
れ
た
伝
記
著
者
の
自
宅
に
夜
九

時
こ
ろ
に
電
話
を
し
た
が
不
在
ら
し
く
繋
が
ら
な
い
。
著
者
は
高
齢
だ
と

聞
い
て
い
た
の
で
、
翌
朝
早
く
電
話
を
し
た
ら
よ
か
ろ
う
と
そ
う
し
た
と

こ
ろ
、
繋
が
っ
た
相
手
は
家
族
で
は
な
い
ら
し
く
、
背
後
で
何
や
ら
が
や

が
や
と
話
し
声
が
聞
こ
え
る
。
ま
も
な
く
著
者
の
夫
人
が
電
話
口
に
出

て
、
主
人
は
今
朝
方
死
に
ま
し
た
と
言
う
。
慌
て
て
、
こ
ち
ら
の
用
件
を

手
短
に
言
い
、
改
め
て
連
絡
を
入
れ
る
と
伝
え
て
電
話
を
切
っ
た
…
…
。

そ
ん
な
経い
き
さ
つ緯

で
入
手
し
た
の
が
、
平
井
漠
著
『
相
生
市
の
生
ん
だ
民
俗

学
者
高
田
十
郎
』（
二
〇
〇
三
年
、
自
刊
）
で
あ
る
。
著
者
の
平
井
漠
は

一
九
一
八
年
生
ま
れ
、
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
に
住
ま
っ
た
郷
土
史
家
で

あ
る
。
な
お
、
高
田
十
郎
の
謄
写
版
個
人
雑
誌
『
な
ら
』
が
ク
レ
ス
出
版

か
ら
三
巻
本
と
し
て
復
刻
刊
行
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
、
二
〇
〇
六
年
五
月
に
口
承
研
究
会
で
高
田
十
郎
輪
読

会
を
開
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
は
、
す
で
に
飯
倉
義
之
「
高
田
十

郎
『
随
筆
民
話
』
を
読
む
―
―
世
間
話
研
究
史
と
し
て
読
む
」、
野
村
典

彦
「
高
田
十
郎
『
随
筆　

山
村
記
』
を
読
む
」（
と
も
に
『
世
間
話
研
究
』

一
六
、二
〇
〇
六
年
、
世
間
話
研
究
会
刊
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
驥
尾
に

附
し
て
、
高
田
の
個
人
雑
誌
『
な
ら
』
に
み
ら
れ
る
方
言
研
究
と
昔
話
研

究
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
記
す
。

　

平
井
漠
の
著
書
に
は
、
末
尾
に
「
高
田
十
郎
年
譜
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
高
田
は
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
三
月
五
日
に
兵

庫
県
赤
穂
郡
矢
野
村
小お
う
ご河

（
現
相
生
市
）
に
光こ
は葉

久
吉
・
キ
リ
夫
妻
の
二

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
地
元
の
尋
常
小
学
校
や
高
等
小
学
校
を
卒
業
、
姫

路
尋
常
中
学
校
に
学
び
、
地
元
の
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
っ
た
。

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
高
田
万
蔵
・
シ
ョ
ウ
夫
妻
（
シ
ョ
ウ
は
高

田
が
代
用
教
員
を
し
た
尋
常
小
学
校
の
裁
縫
科
の
教
員
だ
っ
た
）
の
長
女
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シ
ズ
エ
と
婚
約
し
て
東
京
の
早
稲
田
大
学
の
高
等
師
範
部
に
遊
学
し
た
。

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
結
婚
し
て
高
田
姓
と
な
り
、
一
九
〇
七

（
明
治
四
〇
）
年
に
奈
良
師
範
学
校
の
教
員
に
な
り
、
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
に
七
二
歳
で
死
ぬ
ま
で
奈
良
に
住
ま
っ
た
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、

高
田
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
二
二
歳
ま
で
生
地
に
過
ご
し
、
遊
学
を
挟
ん
で
、

二
七
歳
か
ら
七
二
歳
で
死
ぬ
ま
で
を
奈
良
に
過
ご
し
た
。
高
田
の
奈
良
時

代
に
、『
大
和
の
伝
説
』（
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
大
和
史
蹟
研
究
会

刊
）、『
法
隆
寺
金
石
文
集
』（
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
、
法
隆
寺
鵤

故
郷
舎
刊
）、『
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
郷
土
大
和
に
於
け
る
民
俗
』

（
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
、
奈
良
県
社
会
事
業
協
会
刊
）、『
奈
良
井
上

町
年
代
記
抄
』『
随
筆
民
話
』『
随
筆　

山
村
記
』（
い
ず
れ
も
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
）
年
、
桑
名
文
星
堂
刊
）、『
奈
良
百
題
』（
一
九
四
三
年
、
青

山
出
版
社
刊
）
な
ど
の
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
う
ち
『
随
筆
民

話
』
は
、
柳
田
國
男
の
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
）。

　

こ
の
他
に
、
謄
写
版
の
個
人
雑
誌
『
な
ら
』
が
大
き
な
仕
事
と
し
て
あ

る
。
こ
れ
は
、
高
田
が
自
ら
原
紙
を
切
っ
て
刊
行
し
続
け
た
。
第
一
号
は

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
八
月
一
〇
日
刊
。
以
来
、
不
定
期
刊
な
が
ら
、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
二
五
日
刊
行
の
第
五
七
号
ま
で
続
い
た
。

こ
の
雑
誌
に
つ
い
て
、
飯
倉
義
之
は
、
前
出
論
文
で
「
当
初
よ
り
高
田
は

郷
土
研
究
・
民
間
伝
承
に
絞
っ
た
冊
子
を
刊
行
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
自

ら
の
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
ガ
リ
を
切
り
、
人
に
も
分
け
て
い
た
と
み
る
の

が
正
し
い
だ
ろ
う
」
と
し
、
そ
の
「
発
信
・
交
流
」
の
い
と
な
み
を
、
今

日
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
」
に
準
え
て
い
る
（
な
お
、
平
井
及

び
飯
倉
に
よ
る
と
、
謄
写
版
『
な
ら
』
は
自
筆
雑
誌
『
奈
良
雑
筆
』
を
母

体
に
し
て
、
そ
の
抄
録
か
ら
な
っ
て
い
る
ら
し
い
）。

　
『
な
ら
』
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、
高
田
の
「
興
味
の
赴
く
ま
ま
」
を

看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
に
気
づ
か
れ
る
の
は
、
当
時
住
ん
で

い
た
「
大
和
」
と
高
田
の
出
身
地
の
「
小
河
」
と
の
記
事
が
多
い
こ
と
で

あ
る
。
高
田
は
、
貪
欲
に
各
地
を
旅
し
た
け
れ
ど
も
、「
大
和
」
と
「
小

河
」
と
が
高
田
の
記
事
の
二
本
柱
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
譬
え
て
い
う
な

ら
ば
、
柳
田
國
男
の
生
ま
れ
た
辻
川
と
少
年
期
に
移
り
住
ん
だ
布
佐
と
の

関
係
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。
比
較
の
目
を
養
っ
た
と
い
う
意
味
で
。
と

り
わ
け
、「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
い
え
る
。
柳
田
國
男
は
、『
随

筆
民
話
』
の
「
序
」
で
、「
目
で
視
、
耳
で
聴
い
た
話
を
其
ま
ゝ
書
き
留

め
て
居
る
」
と
評
価
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
思
考
方
法
の
基
礎
と
し
て

「
語
彙
」
に
拘
っ
た
柳
田
の
い
う
こ
こ
で
の
「
其
ま
ゝ
」
と
は
、
高
田
の

「
こ
と
ば
」
へ
の
執
着
を
大
き
な
指
標
と
し
て
の
評
言
だ
っ
た
ろ
う
。
な

お
、
最
初
は
奈
良
の
記
事
が
多
か
っ
た
の
が
、
次
第
に
小
河
の
記
事
が
増

え
て
い
く
。
そ
う
し
て
、
小
河
の
方
が
、
高
田
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
土

地
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
、「
大
和
」（
あ
る
い
は
「
奈
良
」）

が
大
き
い
地
域
に
広
が
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
の
に
、「
小
河
」
が
小

字
の
地
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

二
、「
大
和
の
方
言
」
に
始
ま
る

　

さ
て
、『
な
ら
』
第
一
号
の
目
次
を
み
る
と
、
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わ
か
く
さ
山
上
よ
り
（
見
取
図
）
／
興
福
寺
境
内
地
名
一
覧
／
南
円

堂
鐘
銘
／
大
和
の
方
言
（
其
一
）
／
大
和
習
俗
雑
話
（
其
一
）
／
日

誌
／
正
誤

の
記
事
が
あ
る
。
さ
っ
そ
く
に
、「
大
和
の
方
言
（
其
一
）」
を
み
よ
う
。

ま
ず
、
序
と
し
て
、

大
仏
、
春
日
ト
、「
ミ
カ
サ
山
」（
若
草
山
）
ト
、「
オ
ン
マ
ツ
リ
」

（
春
日
若
宮
祭
）
ト
、
地
震
ノ
ナ
イ
コ
ト
ト
、
更
ニ
常
食
ノ
茶
粥
ト

ニ
、
他
国
人
ノ
思
及
バ
ヌ
誇
リ
ヲ
感
ジ
テ
ヰ
ル
大
和
人
ハ
、
マ
タ
、

ソ
ノ
言
語
ニ
ツ
イ
テ
「
大
和
言
葉
ニ
サ
ン
ウ
ツ
ナ
」
ト
ノ
諺
ヲ
モ
ッ

テ
ヰ
ル
。「
サ
ン
ウ
ツ
」
ト
ハ
、「
非
難
ス
ル
、」「
ケ
チ
ヲ
ツ
ケ
ル
、」

位
ノ
コ
コ
ロ
デ
、
大
和
人
ニ
ト
ッ
テ
、
大
和
言
葉
ガ
カ
ウ
感
ゼ
ラ
レ

ル
ノ
ハ
、
不
思
議
モ
ア
ル
マ
イ
ガ
、
他
国
人
ニ
ト
ッ
テ
ハ
、
随
分
註

釋
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ガ
、
他
地
方
ト
同
様
ニ
、
イ
ク
ラ
モ
ア
ル
ノ
ガ
オ

モ
シ
ロ
イ
。

と
記
さ
れ
る
。
大
和
の
こ
と
ば
、
つ
ま
り
「
大
和
の
方
言
」
に
つ
い
て
、

大
和
の
人
々
は
こ
れ
を
自
明
の
も
の
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
が
、「
他
国

人
」
に
と
っ
て
は
註
釈
を
要
し
、「
他
地
方
ト
同
様
ニ
」
多
く
の
方
言
が

あ
る
と
、
冷
静
に
眺
め
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
高
田
じ
し
ん
が

「
他
国
人
」
で
あ
る
が
た
め
に
、
大
和
の
こ
と
ば
を
距
離
を
持
っ
て
捉
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
郷
土
人
の
お
国
自
慢
と
は
違
う
、
こ
と
ば
の
記
録
で

あ
る
。

　

そ
う
し
て
、
こ
こ
で
は
「（
１
）
挨
拶
応
答
の
類
」「（
２
）
感
詞
」
が

掲
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
事
例
紹
介
に
続
い
て
、
高
田
の
そ
の
こ
と
ば
に
対

す
る
評
価
が
示
さ
れ
る
の
が
、
お
も
し
ろ
い
。
た
と
え
ば
、

子
供
ガ
何
カ
貰
ッ
テ
ル
時
ニ
、
父
兄
ナ
ド
ガ
居
レ
バ
、
傍
カ
ラ
、

「
モ
ー
、
や
ら
ん
と
い
て　

く
だ
は
れ
、」（
ヤ
ッ
テ
下
サ
ル
ナ
）、
ト

忙
ガ
シ
ク
繰
返
シ
、
念
ノ
入
ッ
タ
ノ
ハ
手
ヲ
遮
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
、
ソ
ノ

ウ
チ
、「
さ
う
で
ッ
か
、
毎
度
あ
り
が
た
う
、」
ト　

ツ
ケ
加
ヘ
ル
、

礼
ノ
詞
ヨ
リ
モ
、
前
ノ
詞
ニ
特
ニ
力
ヲ
入
レ
ル
所
ガ　

耳
ニ
サ
ワ
ル
。

　

ど
こ
か
、
芝
居
の
台
詞
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
記
述
だ
け
れ
ど
も
、
お
そ

ら
く
高
田
じ
し
ん
が
経
験
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、「
大
和
の
方
言
（
其
一
）」
の
題
名
の
上
に
、

「
正
彦
」
と
書
か
れ
た
子
ど
も
の
上
半
身
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。
高
田

の
子
ど
も
の
「
正
彦
」
の
自
画
像
だ
ろ
う
。『
な
ら
』
を
読
む
楽
し
さ
の

ひ
と
つ
は
、
高
田
の
仕
事
を
周
り
で
興
味
深
そ
う
に
眺
め
て
い
た
で
あ
ろ

う
子
ど
も
が
、
時
折
り
、
微
笑
ま
し
い
絵
で
参
加
し
て
い
る
。
そ
ん
な
子

煩
悩
の
高
田
が
、
周
囲
の
市
井
人
の
言
動
に
耳
を
澄
ま
し
、
目
を
凝
ら
し

て
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
観
察
し
て
い
る
さ
ま
が
、「
念
ノ
入
ッ
タ
ノ
ハ

手
ヲ
遮
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
」
と
身
ぶ
り
に
言
及
し
、
ま
た
、
親
が
「
モ
ー
、
や

ら
ん
と
い
て　

く
だ
は
れ
、」
と
い
う
こ
と
ば
に
特
に
力
を
こ
め
る
の
を
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「
耳
ニ
サ
ワ
ル
」
と
感
想
を
述
べ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
窺
え
る
。
一
方
、

「
耳
ニ
サ
ワ
ル
」
と
い
う
感
想
は
、
大
和
の
風
土
に
溶
け
切
ら
ず
に
「
他

国
人
」
と
し
て
生
き
る
高
田
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
同

様
に
、「
肯
定
ノ
相
槌
」
で
は
、

極
メ
テ
早
口
ニ
四
回
ヅ
ツ　

カ
サ
ネ
ル
、「
そ
ー

く
く
く
。」

殆
ン
ド
「
そ
そ
そ
そ
。」
ト
聞
エ
ル
、
随
ッ
テ
、
ハ
ジ
メ
ハ
頗
ル
軽

薄
ニ
感
ゼ
ラ
ル
。（
ヤ
ヤ
下
ル
ト
、「
せ
や

く
く
く
。」
ト
ナ

ル
、「
然
ウ
ヤ
」
ガ
、
ツ
マ
ッ
タ
詞
。）

と
あ
る
。「
ハ
ジ
メ
ハ
頗
ル
軽
薄
ニ
感
ゼ
ラ
ル
」
は
、
高
田
が
大
和
に
住

ま
い
始
め
た
こ
ろ
の
す
な
お
な
感
想
だ
っ
た
ろ
う
。
大
和
に
興
味
を
持
ち

慈
し
み
な
が
ら
も
冷
静
に
他
所
と
比
較
し
て
判
断
す
る
の
が
高
田
の
持
ち

味
だ
と
思
う
。
な
お
、「
其
一
」
で
は
、
随
所
に
「
関
東
で
は
」
と
関
東

方
言
と
の
比
較
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
高
田
の
早
稲
田
大
学
遊
学
と
関

係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、「
大
和
の
方
言
」
は
、
民
俗
を
紹
介
し
た
「
大
和
習
俗
雑
話
」

と
並
ん
で
、
第
一
号
か
ら
連
載
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
其
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
事
実
、
高
田
の
「
大
和
の
方
言
」

は
、
第
二
号
「
其
二
」（
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
九
月
一
日
）
に
「（
３
）

声
音
ヤ
、
勢
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
語
」
が
、
第
三
号
「
其
三
」（
同
年
九
月
二
五

日
）
に
「（
４
）
挨
拶
の
一
例
。」
が
、
第
四
号
「
其
四
」（
同
年
一
一
月

五
日
）
に
「（
５
）
立
ば
な
し
」
が
続
い
て
掲
載
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、

そ
こ
か
ら
ち
ょ
っ
と
間
が
空
い
て
第
七
号
（
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

三
月
）
に
飛
ん
で
其
五
と
し
て
「（
五マ
マ

）
女
生
徒
の
対
話
」
が
載
っ
た
の

を
最
後
と
す
る
。
第
二
号
の
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
単
語
の
羅
列
だ
が
、
高

田
の
故
郷
の
小
河
の
こ
と
ば
と
、「
井
上
嘉
三
郎
君
」
に
よ
る
「
三
河
渥

美
郡
田
原
町
地
方
」
の
こ
と
ば
と
が
対
照
さ
れ
て
い
る
。
比
較
の
目
の

勝
っ
た
特
集
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
号
以
後
は
、
一
連
の

「
対
話
」
の
中
に
こ
と
ば
を
置
い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、「
話
」
を
紹
介

す
る
の
に
連
な
る
存
在
だ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
実
は
こ
れ
ら
の
例
は
、

全
て
高
田
以
外
の
人
の
手
に
な
る
記
録
で
あ
る
。
挨
拶
の
短
い
一
文
や
オ

ノ
マ
ト
ペ
の
単
語
の
記
録
で
あ
る
な
ら
ば
他
国
人
・
高
田
の
手
に
よ
っ
て

も
可
能
だ
ろ
う
が
、
一
連
な
り
の
対
話
を
こ
と
ば
の
記
録
と
し
て
残
す
の

に
は
不
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
号
の
「（
４
）
挨
拶
の
一
例
。」

は
、『
な
ら
』
を
送
付
し
た
こ
と
に
対
し
て
「
此
地
出
身
デ
、
イ
マ
東
京

ニ
ヰ
ル
坂
田
末
蔵
君
」
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
「
純
大
和
方
言
」
の
「
挨

拶
状
」
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
号
の
「（
５
）
立
ば
な
し
」
は
、

「
山
辺
郡
、
波
多
野
村
、
大
字
中
峯
山
の
馬
場
直
道
君
ガ
、
ソ
ノ
地
方
の

婦
人
ノ
立
バ
ナ
シ
ヲ
、
方
言
デ
送
ッ
テ
」
来
た
の
を
掲
載
し
た
も
の
で

あ
る
。
馬
場
直
道
は
春
日
小
学
校
の
教
員
だ
と
い
う
。
第
七
号
の
「（
五
）

女
生
徒
の
対
話
」
は
、「
北
葛
城
郡
、
高
田
町
の
女
子
小
学
校
の
生
徒
、

「
前
田
そ
の
」
と
い
ふ
子
の
短
文
・「
教
室
に
入
る
ま
で
」
を
、
そ
の
学
校

の
訓
導　

保
川
君
（
庄
司
）
か
ら
、
紹
介
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
資
料
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
高
田
の
こ
と
ば
の
註
解
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
「
大
和
の
方
言
」
中
の
対
話
の
集
め
方
や
掲
載
経
緯
の
紹
介

の
し
か
た
は
、
飯
倉
義
之
が
前
出
論
文
で
紹
介
し
て
い
る
『
随
筆
民
話
』

の
「
民
話
」
の
伝
承
経
路
の
紹
介
の
し
か
た
に
似
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

野
村
典
彦
の
前
出
論
文
で
の
、『
大
和
の
伝
説
』（
一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年
）
や
『
随
筆　

山
村
記
』（
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
）
な
ど
に
つ

い
て
「
聞
き
取
り
の
場
を
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
「
報
告
綴
り
」
を
も
と

に
伝
説
集
を
編
纂
す
る
に
お
い
て
も
、
こ
の
頃
の
高
田
は
徹
底
し
て
「
報

告
者
の
名
」
に
意
味
を
見
出
し
て
い
た
」
と
述
べ
る
事
情
と
も
通
底
し

て
い
た
。
そ
う
し
て
、「
大
和
の
方
言
」
に
み
え
る
「
報
告
者
の
名
」
は
、

高
田
の
個
人
雑
誌
『
な
ら
』
の
読
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連
な
る
名
前
で

あ
っ
た
り
、
高
田
の
奈
良
師
範
学
校
教
員
と
い
う
立
場
を
生
か
し
た
小
学

校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連
な
る
名
前
で
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
「（
５
）
立
ば
な
し
」
全
文
を
掲
げ
て
み
よ
う
（
高
田
の
註
釈
は
省

く
）。甲

『
き
ん
の　

春
日
の
学
校
で
、
高
田
先
生
ち
ゅ
ー
シ
ト
の　

は
な

し
ャ　

あ
ッ
た
ん
や
げ
な
の
ー
。』

乙
『
あ
あ
、
せ
や
げ
な
。
こ
ち
の　

お
と
ッ
つ
ァ
ん
ら
も
、
い
て
ン

が
…
…
。』

甲
『
ど
ん
な
話
、
し
ャ
ッ
た
ん
や
ら
の
ー
お
ら
い
き
た
か
ッ
て
ん
け

ど
の
ー
、
つ
れ
ャ
な
か
ッ
た
ん
で
、
よ
い
か
ん
で
ん
て
。』

乙
『
そ
や
ッ
た
ん
か
い
。
な
ん
せ
、
面
白
か
ッ
た
ら
し
で
え
。』

甲
『
ど
ん
な　

は
な
し
し
や
ッ
た
ん
や
ら
。』

乙
『
え
ろ
・
話
し
て
や
ッ
た
け
ど
、
お
と
ッ
つ
ァ
ん
の
、
あ
ん
な
・

き
き
は
つ
り
の
、
は
ッ
ち
ょ
み
ー
と
こ
の　

は
な
し
ャ
、
な
ん
ぼ
・

き
い
た
か
ッ
て
、
わ
か
ら
ひ
ん
わ
。』

甲
『
そ
ん
で
も
、
ち
ョ
ッ
と
、
な
ッ
と
、
云
う
と
く
れ　

そ
。』

『
マ
マ
　
　な

ん
せ
の
ー
、
え
ッ
ぱ
い　

云
う
て
や
ッ
た
け
ど
、
分
ら
ひ
ん

わ
。
こ
ー
ッ
と
、
な
ん
た
ら　

云
や
ッ
た
で
よ
、『
餅
で　

お
し
だ

す
去
年
ぐ
そ
』
た
ら　

云
う
て　

や
ッ
た
で
え
。
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。』

甲
『
そ
ん
な　

き
た
な
え　

は
な
し　

ば
ッ
か
り　

や
っ
た
ん　

や

ろ
か
。』

乙
『
せ
や
ら
ひ
ん
ら
し
。
ま
だ
、
え
ッ
か
ど
・
云
う
て
や
ッ
た
け
ど
、

き
か
な　

お
こ
り
ャ
る
し
、
き
い
た
か
ッ
て
、
と
び

く
で　

わ
か

ら
ひ
ん
し
、
け
け
た
わ
。』

甲
『
そ
や
ッ
た
ん
か
え
。
そ
し
て
、
お
ま
へ
ャ　

ほ
ん
・『
去
年
ぐ

そ
』
た
ら
云
う
の
・
お
ぼ
え
て　

ゐ
る
だ
け
か
え
。』

乙
『
や
ッ
ぱ
り
、
わ
が
聞
い
た
こ
と
や
な
け
ら
、
わ
か
ら
ひ
ん
わ
。』

乙
『
お
前
と
こ
の
お
と
ッ
つ
ァ
ん
、
お
と
て　

ど
こ
へ　

い
き
ャ
ッ

た
ん
で
、
東
む
い
て
い
き
ャ
ッ
た
て
の
ー
。』

甲
『
あ
あ
、
あ
れ
の
、
上
野
い
き
し
ャ
ッ
て
ん
が
。
き
ん
に
ョ
、
雨

に　

お
う
て　

か
へ
ッ
て
き
ャ
ッ
て
、
ま
ん
ぢ
ュ
の
う
へ
へ
、
さ
か

な
の　

し
る
ァ　

か
か
ッ
て
、
ど
ッ
こ
へ
も
、
や
ら
れ
ひ
ん
で
ん
が

…
…
。』

　

お
そ
ら
く
、
こ
こ
に
出
て
く
る
「
高
田
先
生
」
と
は
、
高
田
十
郎
の
こ
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と
だ
ろ
う
。
春
日
小
学
校
に
講
演
に
赴
い
た
後
、
右
の
対
話
の
事
例
を
添

え
て
、
馬
場
直
道
か
ら
礼
状
と
し
て
送
ら
れ
て
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。
高
田
に
よ
る
と
、「
嘗
テ
同
君
ノ
勤
メ
テ
居
ル
同
村
ノ
春
日
小
学

校
デ
、
高
田
某
ト
イ
フ
人
ノ
講
演
ガ
ア
」
り
、
そ
の
翌
日
の
甲
（
三
〇
歳

く
ら
い
）
乙
（
四
〇
歳
く
ら
い
）
の
婦
人
の
会
話
を
記
録
し
た
も
の
が
送

ら
れ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
高
田
の
遠
慮
な
の
か
、
講
演
者
に
つ
い
て

「
某
」
と
し
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
そ
の
講
演
で
は
「
方
言
」
に

纏
わ
る
話
題
も
あ
り
、
そ
れ
が
馬
場
に
こ
の
対
話
を
記
録
さ
せ
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

そ
れ
は
さ
て
、
昭
和
初
期
に
柳
田
國
男
や
東
條
操
ら
が
主
導
し
て
方
言

研
究
が
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
方
言
研
究
史
か
ら
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
は
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る
連
載
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

三
、「
播
州
小
河
の
方
言
」
か
ら

　
「
方
言
」
と
い
う
語
が
、『
な
ら
』
の
目
次
に
も
う
一
度
出
て
く
る
の
は
、

ず
い
ぶ
ん
経
っ
て
か
ら
と
な
る
。
そ
れ
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年

一
〇
月
の
第
五
三
号
掲
載
の
「
播
州
小
河
の
方
言
（
一
）」
で
あ
る
。
そ

う
し
て
そ
れ
は
、
第
五
四
号
（
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
一
月
）
の

「
播
州
小
河
ノ
方
言
（
二
）」、
第
五
五
号
（
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
一

月
）
の
「
播
州
小
河
ノ
方
言　

ソ
ノ
三
」
と
連
載
さ
れ
、
続
く
第
五
六
号

（
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
五
月
）
の
「
播
州
小
河
地
方
の
昔
話
（
百
八

則
）」
に
接
続
す
る
（『
な
ら
』
は
、
続
く
第
五
十
七
号
（
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
十
月
）
を
以
て
最
後
と
な
る
）。

　

大
正
中
期
の
「
大
和
ノ
方
言
」
が
他
国
人
の
耳
に
奇
異
に
聞
こ
え
た
こ

と
ば
の
記
録
で
あ
る
な
ら
ば
、
昭
和
初
頭
の
「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
は
い

わ
ば
郷
土
人
の
耳
朶
に
染
み
つ
い
た
こ
と
ば
の
記
憶
の
記
録
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

い
ま
少
し
、
両
者
を
比
較
し
、
続
い
て
特
に
「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
に

注
意
し
て
み
よ
う
。「
大
和
ノ
方
言
」
は
其
一
か
ら
其
五
ま
で
五
回
の
掲

載
だ
っ
た
が
、
そ
の
一
回
ご
と
の
分
量
は
少
な
く
、
都
合
一
四
ペ
ー
ジ
に

過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
全
体
に
何
か
を
系
統
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
い
わ
ば
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
方
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
は
「
播
州
小
河
ノ
方
言
（
一
）」

が
四
八
ペ
ー
ジ
、「
播
州
小
河
ノ
方
言
（
二
）」
が
一
六
ペ
ー
ジ
、「
播
州

小
河
ノ
方
言　

ソ
ノ
三
」
が
一
六
ペ
ー
ジ
の
都
合
八
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ん
で

い
る
。
ま
た
、「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
は
、
高
田
の
出
身
地
で
あ
る
「
播

州
小
河
」
の
方
言
を
系
統
的
に
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
な

ら
』
一
冊
が
三
号
続
け
て
、
日
誌
的
な
記
事
を
除
く
と
そ
れ
だ
け
の
特
集

に
な
っ
て
い
る
。

　
「
播
州
小
河
ノ
方
言
（
一
）」
で
は
、
ま
ず
、
小
河
地
方
の
土
地
の
よ
う

す
が
「（
一
）
播
州
小
河
」
と
「（
二
）
明
治
二
十
年
代
の
小
河
」
に
自
分

の
見
聞
を
織
り
込
み
つ
つ
一
二
ペ
ー
ジ
半
に
わ
た
り
二
段
書
き
で
記
述
さ

れ
、
続
い
て
「（
三
）
小
河
方
言
ノ
総
則
」
が
五
ペ
ー
ジ
半
に
わ
た
り
こ

れ
も
二
段
書
き
で
記
述
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
高
田
が
こ
こ
で
紹
介
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し
よ
う
と
し
た
の
は
、
高
田
じ
し
ん
が
兵
庫
県
赤
穂
郡
矢
野
村
小
河
に
過

ご
し
た
少
年
期
の
明
治
二
〇
年
代
の
方
言
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

「（
三
）
小
河
方
言
ノ
総
則
」
は
、
全
部
で
四
七
の
箇
条
書
き
か
ら
成
っ
て

お
り
、
な
か
な
か
に
詳
細
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
則
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を

み
る
と
、
方
言
の
文
字
表
記
や
用
言
の
活
用
な
ど
で
国
語
学
、
国
文
法
上

の
知
見
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
高
田
の
個
人
的
な
感
想
も
多
く

認
め
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

一
、
普
通
ノ
日
本
音
ハ
、
マ
ヅ
ス
ベ
テ
操
ラ
レ
得
ル
。
播
州
人
ハ
、

何
處
ノ
言
葉
デ
モ
ス
グ
真
似
ル
ト
ノ
諺
ガ
ア
ル
。

一
、
尊
敬
ノ
助
動
詞
、「
レ
ル
」、「
ラ
レ
ル
」
ハ
、
行
ナ
ハ
レ
テ
ハ

居
ル
ガ
、
聊
カ
カ
ド
バ
ッ
タ
感
ジ
ガ
ア
リ
、
受
身
、
可
能
ノ
意
味
ガ
、

先
ニ
立
ツ
。
私
ハ
、
明
治
二
十
一
年
頃
カ
ニ
、
西
三
里
ノ
船
坂
村
ノ

従
兄
髙
橋
八
十
松
（
後
、
柏
井
道
彦
）
ガ
、
用
ヒ
テ
居
ル
ノ
ヲ
聞
イ

タ
ノ
ガ
、
初
メ
テ
デ
、
異
様
ニ
感
ジ
タ
ノ
ヲ
覚
エ
テ
居
ル
。

一
、
小
河
デ
ハ
、
上
方
一
般
同
様
ニ
、
物
ヲ
言
フ
ノ
ニ
、
句
切
リ
ニ

近
ヅ
ク
ト
、
急
ニ
調
子
ガ
下
ッ
テ
、
尻
ガ
殆
ン
ド
消
エ
テ
シ
マ
フ
。

関
東
人
ナ
ド
ノ
如
ク
、
終
リ
マ
デ
、
明
瞭
ニ
、
乃
至
尻
上
リ
ニ
物
ヲ

言
フ
ノ
ニ
比
較
ス
ル
ト
、
実
ニ
歯
痒
イ
様
デ
ア
ル
。

　

こ
の
よ
う
な
総
則
に
続
い
て
、「（
一
）」
に
は
八
条
か
ら
な
る
「
凡
例

摘
要
」
が
示
さ
れ
、
い
よ
い
よ
方
言
そ
の
も
の
の
記
述
が
始
ま
る
が
、
そ

れ
は
「（
四
）
身
体
」「（
五
）
身
体
（
補
遺
）」「（
六
）
身
体
の
動
作
」
が

四
段
書
き
で
記
述
さ
れ
る
。「（
四
）
身
体
」
冒
頭
に
は
、「
身
体
各
部
ノ

名
称
、
内
臓
、
分
泌
物
、
排
泄
物
等
。
順
序
ハ
、
大
体
上
カ
ラ
下
ヘ
」
と

あ
る
。
以
下
、
語
彙
と
そ
の
意
味
の
羅
列
が
続
く
が
、
高
田
の
真
骨
頂
は

こ
と
ば
の
意
味
以
上
に
、
時
お
り
付
さ
れ
る
解
説
に
こ
そ
あ
る
。
た
と
え

ば
、「
ツ
ワ
（
唾
）」
の
解
説
は
、
延
々
お
よ
そ
一
ペ
ー
ジ
に
二
一
項
目
の

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
（「（
五
）
身
体
（
補
遺
）」
に
は
、
さ
ら
に
二
二

項
目
の
「
ツ
ハ
」
の
解
説
が
追
加
さ
れ
て
い
る
）。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い

る
の
は
、
俗
信
や
噂
、
世
間
話
な
ど
で
あ
る
。

　

俗
信
と
し
て
は
、
便
所
の
神
様
が
大
便
小
便
を
左
右
の
手
で
受
け
、
唾

は
口
で
受
け
る
か
ら
大
便
所
に
は
唾
を
吐
か
な
い
な
ど
の
類
が
多
く
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
噂
や
世
間
話
と
し
て
は
、
特
に
、
高
田
の
家
族
に
纏
わ
る

話
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
チ
ブ
サ
（
乳
房
）」
の
項
に
は
一
つ
だ

け
解
説
が
あ
る
が
、

我
ガ
祖
母
や
ゑ
ハ
、
―
―
ガ
特
ニ
大
キ
ク
、
カ
ツ
テ
フ
タ
ゴ
ヲ
生
ン

ダ
時
ナ
ド
、
二
人
ノ
子
ヲ
一
時
ニ
負
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
一
ツ
ヅ
ツ
ノ
―
―

ヲ
、
肩
ゴ
シ
ニ
投
ゲ
与
ヘ
テ
居
タ
ト
語
伝
ヘ
ラ
レ
ル
。

と
み
え
た
。
ま
た
、
笑
話
じ
み
た
も
の
も
多
く
あ
り
、
た
と
え
ば
、「
シ
ョ

ン
ベ
ン
（
小
便
）」
の
項
に
は
一
七
の
解
説
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

婦
人
ノ
―
―
ノ
音
ハ
国
名
二
ツ
ガ
重
ナ
ル
。「
キ
シ
ュ
ー
、
タ
ン
バ

く
く
く
。」
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と
い
う
話
が
み
え
る
。
ま
た
、「
ク
ソ
（
大
便
ノ
卑
語
）」
の
項
に
は
、

一
六
項
目
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、

△
父
ノ
、
ヨ
ク
聞
カ
セ
タ
昔
話
ニ
、
或
客
ガ
、
大
根
ノ
味
ヲ
ホ
メ
テ
、

「
オ
内
ノ
大
根
ハ
、
コ
エ
ガ
、
ヨ
ウ
キ
イ
ト
ル
ン
デ
、
オ
イ
シ
イ
。」

ト
ヤ
ッ
テ
、
一
座
ノ
興
ヲ
サ
マ
シ
タ
。
物
ノ
言
ヒ
様
モ
場
合
ニ
ヨ
ル
。

△
昔
話
ノ
一
ツ
。
西
行
法
師
ガ
、
旅
デ
野
屎
ヲ
シ
タ
。
ス
ン
デ
カ
ラ

見
ル
ト
、
萩
ノ
枝
ニ
カ
カ
ッ
タ
物
ガ
、
枝
ノ
起
キ
ル
ニ
ツ
レ
テ
、
ポ

イ

く。
ト
ハ
ネ
ラ
レ
テ
、
誠
ニ
ヲ
カ
シ
イ
。
一
首
浮
ン
ダ
ノ
ハ
、「
西

行
ハ
、
ナ
ガ
イ
旅
モ
シ
テ
ミ
タ
ガ
、
萩
ノ
ハ
ネ
グ
ソ
、
今
ガ
見
ハ
ジ

メ
。」
誰
ニ
キ
イ
タ
コ
ト
モ
覚
エ
ナ
イ
。

と
「
昔
話
」
と
い
う
こ
と
ば
が
み
え
る
。
い
っ
た
い
に
、
高
田
に
よ
る
身

体
語
彙
の
解
説
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
汚
か
っ
た
り
、
下
が
か
っ
た

語
彙
に
つ
い
て
詳
し
い
。
先
の
「
ツ
ハ
」
に
は
、「
△
夫
婦
ノ
行
ヒ
始
メ
、

―
―
ヲ
局
部
ニ
ツ
ケ
テ
、
円
滑
ヲ
タ
ス
ケ
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
」
な
ど
と
、
ま

こ
と
に
誠
実
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
興
味
本
位
の
記
述
な
ど
で
は
な
く
、

研
究
と
し
て
あ
り
の
ま
ま
に
報
告
し
よ
う
と
い
う
態
度
か
ら
発
し
た
も
の

で
あ
る
の
は
、
孔
版
に
淡
々
と
示
さ
れ
た
筆
跡
か
ら
も
相
違
な
い
と
思
う

（
高
田
が
「
ツ
ワ
」
に
執
着
し
た
の
に
は
、
柳
田
國
男
「
唾
を
」（『
方
言

覚
書
』
所
収
、
初
出
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
『
岡
山
文
化
資
料
』、『
柳

田
國
男
全
集
』
第
一
三
巻
、
一
九
九
八
年
、
筑
摩
書
房
刊
を
参
照
し
た
））

を
読
ん
で
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
）。

　

続
く
第
五
四
号
の
「
播
州
小
河
の
方
言
（
二
）」
に
は
、「
七
、
身
体
装

飾
」「
八
、
身
体
自
然
ノ
変
化
」「
九
、
親
族
」
が
四
段
書
き
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。「
七
、
身
体
装
飾
」
の
冒
頭
に
は
、「
身
体
ニ
、
直
接
若
干
ノ
加

工
ヲ
シ
テ
、
装
飾
ト
ス
ル
モ
ノ
、
及
ビ
、
ソ
レ
ニ
関
係
ス
ル
事
物
」
と
記

述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
五
号
の
「
播
州
小
河
ノ
方
言　

ソ
ノ
三
」

に
は
、
ま
ず
新
た
な
「
凡
例
」
が
一
二
箇
条
二
段
書
き
で
書
か
れ
て
あ
り
、

続
い
て
「
十
、
身
分
」
が
「
○
総
称
」「
○
地
位
」「
○
特
殊
ノ
地
位
」「
○

公
事
関
係
者
」「
○
農
業
」「
○
工
業
」「
○
商
業
」「
○
芸
人
」「
○
雑
業
」

「
○
物
貰
ヒ
、
及
ビ
下
層
生
活
者
」「
○
詐
欺
盗
賊
」「
○
人
柄
」「
補
遺
○

総
称
」
に
分
か
れ
、
一
か
ら
三
〇
九
ま
で
の
通
し
番
号
を
付
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。「
十
、
身
分
」
の
冒
頭
に
は
、「
所
謂
「
人
倫
」
デ
ア
ル
ガ
、

人
倫
ト
キ
ケ
バ
、
我
々
ハ
幼
時
ノ
先
入
カ
ラ
「
人
倫
五
常
」
等
ノ
字
義
ガ

聯
想
サ
レ
テ
、「
人
ト
シ
テ
ノ
モ
ノ
ガ
ラ
」
ト
云
フ
意
味
ハ
ピ
ッ
タ
リ
ト

感
ジ
ニ
乗
ッ
テ
コ
ナ
イ
。
ヨ
ッ
テ
、
コ
ト
サ
ラ
ニ
身
分
ト
云
フ
語
ヲ
用
ヒ

タ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
第
五
四
、五
五
号
は
、
第
五
三
号
に
比
べ
る

と
、
解
説
に
噂
、
世
間
話
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、「
十
、
身
分
」
中

の
「
○
物
貰
ヒ
、
及
ビ
下
層
生
活
者
」
に
は
、「
一
六
三
、
コ
ー
ジ
キ
（
乞

食
）」
の
解
説
中
に
「
又
、
一
口
浄
瑠
璃
、
カ
ゾ
ヘ
ウ
タ
、
ア
ホ
ダ
ラ
経
、

新
版
判
ジ
モ
ノ
、
ナ
ド
ヲ
唱
ヘ
、
又
ハ
簡
単
ナ
芸
ヲ
演
ジ
テ
、
物
ヲ
乞
フ

ノ
モ
ア
ル
」
と
み
え
る
。
こ
の
他
、「
ロ
ク
ブ
」
や
「
ヒ
ョ
ー
タ
ン
コ
ジ

キ
」「
ダ
イ
コ
ク
」「
チ
ョ
ン
ガ
レ
」「
サ
エ
モ
ン
」「
デ
ロ
レ
ン
」「
セ
ッ

キ
ョ
ー
」
な
ど
の
方
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
を
引
く
。
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四
、
東
條
操
著
『
方
言
採
集
手
帖
』
で
の
協
同
作
業

　
　
　

―
―
昭
和
初
頭
の
柳
田
國
男

　

こ
こ
で
、
高
田
十
郎
の
「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
と
柳
田
國
男
ら
の
方
言

研
究
と
の
関
係
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
高
田
十
郎
が
「
播
州
小
河
ノ
方

言
（
一
）」
を
書
き
終
え
た
の
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
〇
月
九

日
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
前
々
年
の
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
六
月
に
、

東
條
操
著
『
方
言
採
集
手
帖
』
が
郷
土
研
究
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
文
庫

本
の
体
裁
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
も
約
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
や
や
厚
手
の
書

で
あ
る
。

　

そ
の
序
に
当
た
る
「
各
位
に
／
著
者
よ
り
」
に
は
、「
本
欄
の
単
語
集

に
つ
い
て
は
保
科
（
孝
一
―
高
木
注
）
先
生
の
方
言
採
集
簿
か
ら
教
へ
ら

れ
た
處
が
少
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
、
又
人
事
と
年
中
行
事
と
に
つ
い
て
は

柳
田
國
男
先
生
か
ら
材
料
を
頂
戴
し
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

手
帖
は
、
表
紙
に
書
名
の
右
に
は
「
調
査
者
」
と
あ
り
、
左
に
は
「　

県

府　
　

地
方 

方
言
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
込
み
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
で
も
、
読
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
の
方
言
を
書

き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
体
裁
は
、
後
年
に
柳
田
國

男
が
試
み
た
採
集
手
帖
類
の
魁
と
な
っ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、「
人
事
」
と
「
年
中
行
事
」
と
が
柳
田
國
男
の
「
材

料
を
頂
戴
」
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
ど
の
程
度
の
柳
田
の
関
与
を

指
す
の
か
、
東
條
の
言
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。
調
査
す
べ
き
語
彙
を
提

供
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
調
査
す
る
順
番
、
配
列
に
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
の

か
。
お
そ
ら
く
、
後
者
に
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
思
う
。
こ
の

手
帖
の
目
次
を
み
る
と
、
本
編
は
「
単
語
集
」
と
し
て
、「
名
詞
」「
代
名

詞
」「
形
容
詞
」「
動
詞
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
就
中
「
名
詞
」
に
も
っ
と

も
多
く
が
割
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
名
詞
の
中
は
、「
天
文
」「
地
理
」

「
動
物
」「
植
物
」「
人
倫
」「
肢
体
」「
住
居
」「
飲
食
」「
服
飾
」「
生
業
」

「
人
事
」「
年
中
行
事
」
に
一
二
分
類
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
の
「
人
事
」

を
み
る
と
、
こ
れ
は
「
人
生
儀
礼
」
の
こ
と
だ
と
分
か
る
。
つ
ま
り
、
柳

田
は
東
條
の
『
方
言
採
集
手
帖
』
に
、
民
俗
学
の
年
中
行
事
と
人
生
儀
礼

の
語
彙
採
集
を
も
含
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
人
事
」
は
「
誕

生
（
タ
ン
ジ
ョ
ー
）」
か
ら
始
ま
っ
て
「
怪
物
（
バ
ケ
モ
ノ
）」
ま
で
の

一
一
二
の
標
準
欄
を
掲
げ
て
、
読
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
を
記
入
す
る
よ

う
に
仕
向
け
て
い
る
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
そ
の
配
列
で
あ
り
、「
誕
生

（
タ
ン
ジ
ョ
ー
）」
か
ら
「
七
五
三
」
ま
で
は
子
ど
も
の
儀
礼
の
順
序
だ
っ

た
も
の
が
、
そ
こ
か
ら
一
転
し
て
「
玩
具
（
オ
モ
チ
ャ
）」
に
飛
び
、「
お

し
ゃ
ぶ
り
」「
人
形
（
ニ
ン
ギ
ョ
ー
）」
と
個
々
の
玩
具
に
な
っ
て
、
さ
ら

に
「
遊
戯
（
ア
ス
ビ
ゴ
ト
）」
に
変
わ
っ
て
「
鬼
事
（
オ
ニ
ゴ
ッ
コ
）」「
隠

鬼
（
カ
ク
レ
ン
ボ
）」
と
個
々
の
遊
び
に
続
く
と
い
う
よ
う
に
、
連
鎖
が

通
有
の
「
人
生
儀
礼
」
に
終
わ
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
遊
び
の
終
わ

り
の
方
で
は
「
謎
（
ナ
ゾ
ナ
ゾ
）」「
鞦
韆
（
ブ
ラ
ン
コ
）」「
神
隠
（
カ
ミ

カ
ク
シ
）」「
天
狗
（
テ
ン
グ
）」
と
遊
び
か
ら
怪
異
に
変へ
ん
げ化

し
て
み
せ
る
。

あ
る
い
は
結
婚
、
妊
娠
、
帯
祝
い
の
直
後
に
、「
嫉
妬
（
ヤ
キ
モ
チ
）」「
喧

嘩
（
ケ
ン
カ
）」「
離
縁
（
リ
エ
ン
）」「
遊
芸
（
ユ
ー
ゲ
イ
）」「
笛
（
フ
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エ
）」「
踊
（
オ
ド
リ
）」「
酒
宴
（
サ
カ
モ
リ
）」「
遊
山
（
ユ
サ
ン
）」「
汐

干
狩
（
シ
オ
ヒ
）」「
遠
足
（
エ
ン
ソ
ク
）」「
祭
（
マ
ツ
リ
）」「
山
車
（
ダ

シ
）」「
祭
前
夜
（
ヨ
ミ
ヤ
）」「
縁
日
（
エ
ン
ニ
チ
）」「
見
世
物
（
ミ
セ
モ

ノ
）」「
軽
業
（
カ
ル
ワ
ザ
）」
と
曲
芸
を
披
露
す
る
。
あ
る
い
は
、「
人
事
」

の
最
後
の
辺
り
で
は
、「
墓
（
ハ
カ
）」「
変
死
（
ヘ
ン
シ
）」「
水
死
人
（
ド

ザ
エ
モ
ン
）」
の
後
に
「
河
童
（
カ
ッ
パ
）」
と
繋
げ
て
み
せ
る
。
こ
う
い

う
俳
諧
連
歌
に
見
紛
う
付
け
方
は
、
い
か
に
も
柳
田
ら
し
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
の
配
列
を
前
に
す
る
と
、
読
者
（
方
言

の
記
録
者
）
は
単
な
る
こ
と
ば
の
意
味
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
背
景
に

ま
で
記
し
お
き
た
い
欲
望
に
か
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
柳

田
國
男
と
東
條
操
と
が
協
同
し
て
方
言
採
集
の
運
動
に
船
出
し
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
書
が
各
地
の
郷
土
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
の
は
間
違
い
な
い
。

高
田
十
郎
が
「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
を
発
表
し
た
背
景
の
大
き
な
ひ
と

つ
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
で
は
、「
身
体
」「
身
体

ノ
動
作
」「
身
体
装
飾
」「
身
体
自
然
ノ
変
化
」「
親
族
」「
身
分
」
の
語
彙

が
紹
介
さ
れ
た
。『
方
言
採
集
手
帖
』
に
即
し
て
準
え
る
と
「
肢
体
」「
服

飾
」「
人
倫
」
及
び
「
動
詞
」
の
一
部
に
な
る
。
た
と
え
ば
、『
方
言
採
集

手
帖
』
の
「
第
六　

肢
体
附
病
名
」
は
、「
頭
（
ア
タ
マ
／
ツ
ム
リ
）」「
髪

（
カ
ミ
）」「
旋
毛
（
ツ
ム
ジ
）」「
雲
脂
（
フ
ケ
）」
と
頭
か
ら
始
ま
っ
て
足

に
及
ぶ
。
こ
の
配
列
順
序
は
、
高
田
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
高
田
が
特
に

着
目
し
た
「
唾
（
ツ
バ
キ
）」
も
あ
る
。
一
方
で
、
高
田
は
「
身
分
」
に

つ
い
て
「
所
謂
「
人
倫
」
デ
ア
ル
」
と
注
し
た
上
で
そ
の
語
に
は
従
わ
ず

に
「
身
分
」
と
す
る
と
も
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
し
て
、
お
そ
ら
く
高

田
は
『
方
言
採
集
手
帖
』
を
十
分
に
読
み
込
ん
だ
上
で
、
自
分
じ
し
ん
の

取
捨
選
択
、
解
釈
を
し
て
自
ら
の
方
言
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
高
田
の
方

言
採
集
の
態
度
は
、
中
央
の
学
界
に
盲
従
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
な
り

の
応
用
を
行
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、『
方
言
採
集
手
帖
』
の
刊
行
が
機
縁
と
な
り
、
一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
一
二
月
八
日
、
上
田
万
年
、
東
条
操
、
橋
本
進
吉
、
柳
田
國

男
ら
に
よ
っ
て
方
言
研
究
会
が
設
立
さ
れ
た
（
事
務
所
は
東
京
帝
国
大
学

国
語
研
究
室
）。
当
日
、
第
一
回
方
言
研
究
会
が
東
京
朝
日
新
聞
社
談
話

室
に
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
動
き
を
駆
け
足
で
辿
る
と
、
三
年
後
の

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
に
は
春
陽
堂
か
ら
雑
誌
『
方
言
』
が
創
刊

さ
れ
る
。
創
刊
号
の
執
筆
陣
を
み
る
と
、「
論
説
」
は
上
田
万
年
、
新
村

出
、
服
部
四
郎
、
柳
田
國
男
、
東
條
操
、「
資
料
」
は
山
口
麻
太
郎
、
西

村
源
次
郎
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
同
年
一
二
月
に
方
言
研
究
会
は
東
京
方

言
学
会
に
な
る
。『
方
言
採
集
手
帖
』
は
、
日
本
の
方
言
調
査
や
研
究
の

組
織
化
を
告
げ
る
刊
行
物
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
こ
ろ
か
ら
一
九
三
一
（
昭
和
六
）

年
半
ば
ま
で
の
柳
田
國
男
に
は
「
孤
立
」
と
い
う
こ
と
ば
が
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
、
柳
田
国
男
研
究
会
編
著
『
柳
田
国
男
伝
』

第
一
〇
章
第
二
節
（
永
池
健
二
執
筆
、
一
九
八
八
年
、
三
一
書
房
刊
）
で

は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

柳
田
國
男
は
雑
誌
『
民
族
』
の
編
集
責
任
者
を
務
め
て
い
た
が
、
雑

誌
を
発
行
し
て
い
た
岡
茂
雄
（
岡
書
院
）
ら
と
不
仲
に
な
り
、
第
四
巻
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一
号
（
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
一
月
）
辺
り
で
編
集
責
任
を
放
棄
し

た
。
ま
も
な
く
『
民
族
』
は
休
刊
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
い

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
七
月
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
民
俗
学
会
の
機

関
誌
と
し
て
雑
誌
『
民
俗
学
』
が
岡
書
院
か
ら
創
刊
さ
れ
た
。『
民
俗
学
』

は
執
筆
者
や
発
行
所
を
み
て
も
雑
誌
『
民
族
』
の
後
継
誌
で
あ
る
の
は
間

違
い
な
い
が
、
柳
田
國
男
は
一
切
参
加
し
て
い
な
い
。
民
俗
学
会
を
設
立

し
た
の
は
岡
茂
雄
、
小
泉
鉄
、
小
山
栄
三
ら
『
民
族
』
で
の
柳
田
の
し
方

に
批
判
的
な
人
た
ち
で
あ
り
、
柳
田
の
意
向
を
無
視
し
て
学
会
を
設
立
し

た
た
め
に
柳
田
は
結
局
、
排
除
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
永
池

に
よ
れ
ば
、

若
い
彼
ら
が
、
柳
田
に
か
わ
る
学
会
の
実
質
上
の
指
導
者
と
し
て
祭

り
上
げ
た
の
が
、
論
文
掲
載
拒
否
問
題
で
柳
田
と
の
仲
が
こ
じ
れ
て

い
た
折
口
信
夫
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
柳
田
の
感
情
を
逆

撫
で
し
、
頑
な
に
学
会
へ
の
参
加
を
拒
ま
せ
る
一
因
と
も
な
っ
た
。

と
い
う
（
な
お
、
鶴
見
太
郎
『
橋
浦
泰
雄
伝
―
―
柳
田
学
の
大
い
な
る
伴

走
者
―
―
』（
二
〇
〇
〇
年　

晶
文
社
刊
）
で
は
、
ま
も
な
く
柳
田
が
態

度
を
軟
化
さ
せ
た
と
い
う
が
、
永
池
は
折
口
が
柳
田
に
配
慮
を
し
た
と
す

る
）。
柳
田
國
男
と
折
口
信
夫
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
永
池
は
さ
ら
に
詳

細
に
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
民
俗
学
の
研
究
者
ら
か
ら

一
旦
距
離
を
置
い
た
（
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
）
柳
田
國
男
が
、
東

條
操
ら
の
方
言
研
究
に
接
近
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。
あ
る

い
は
、
柳
田
に
と
っ
て
民
俗
学
と
方
言
研
究
と
は
乗
り
換
え
可
能
な
も
の

だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。
方
言
研
究
が
、
現
在
の

国
語
学
や
言
語
学
的
な
領
域
の
一
員
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
さ
れ
て
い
る

状
況
に
比
べ
て
、「
中
興
」
期
の
当
時
は
、
柳
田
國
男
の
考
え
る
民
俗
学

と
重
複
す
る
要
素
が
多
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、『
方
言
採
集
手
帖
』
の

配
列
か
ら
も
窺
え
た
。

　

な
お
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
は
昔
話
研
究
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ

な
い
年
で
あ
る
。
同
年
四
月
一
五
日
に
『
日
本
文
学
講
座
』
第
一
六
巻
が

新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
「
科
外
講
話
」
に
柳
田
國
男
の
「
昔
話

解
説
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
柳
田
に
よ
る
昔
話
に
関
す
る
初
め
て

の
纏
ま
っ
た
論
考
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
こ
れ
は
、
同
講
座
の
先
行
巻
に

発
表
さ
れ
た
西
条
八
十
の
童
話
論
に
対
す
る
反
論
を
秘
め
て
い
よ
う
（
高

木
史
人
「
書
評　

武
田
正
著
『
昔
話
の
伝
承
世
界
―
―
そ
の
歴
史
的
展
開

と
伝
播
』」（『
日
本
民
俗
学
』
第
二
〇
九
号
、
一
九
九
七
年
、
日
本
民
俗

学
会
刊
））
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
九
月
一
一
日

に
は
、
新
居
披
露
を
兼
ね
て
佐
々
木
喜
善
の
『
老
媼
夜
譚
』
に
つ
い
て
の

雑
話
会
を
開
い
て
い
る
か
ら
、
佐
々
木
の
昔
話
集
に
触
発
さ
れ
て
著
さ
れ

た
部
分
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
柳
田
國
男
研
究
会
「
柳
田
國
男
年
譜
」

（『
柳
田
國
男
伝
別
冊
』
一
九
八
八
年
、
三
一
書
房
刊
参
照
））。
か
く
し
て
、

方
言
研
究
の
「
中
興
」
期
に
民
俗
学
就
中
昔
話
研
究
の
「
勃
興
」
期
が
重

な
り
合
い
、
そ
の
両
方
を
束
ね
る
人
物
と
し
て
柳
田
國
男
が
い
た
（「
勃

興
」「
中
興
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
東
條
操
「
方
言
と
私
」（『
方
言
の
研

究
』
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
刀
江
書
院
刊
）
参
照
）。
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五
、「
播
州
小
河
地
方
の
昔
話
（
百
八
則
）」
へ

　
　
　

―
―
方
言
研
究
と
昔
話
研
究
と
の
別
離
・
序
章

　

こ
こ
で
再
び
、
高
田
十
郎
の
『
な
ら
』
に
戻
る
。
第
五
六
号
が
「
播
州

小
河
地
方
の
昔
話
（
百
八
則
）」
特
集
号
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
昔
話
研
究

者
に
と
っ
て
は
馴
染
み
あ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
た
。

　

是
ハ
、
私
ノ
幼
少
年
、
乃
至
青
年
時
代
、
即
チ
明
治
廾
年
前
後
、

乃
至
卅
年
台
ノ
頃
、
郷
里
、
兵
庫
県
、
播
磨
、
赤
穂
郡
、
矢
野
村
ノ

小
河
、
及
ビ
其
附
近
デ
聞
イ
テ
居
タ
昔
話
ヲ
、
集
メ
タ
モ
ノ
。
サ
キ

頃
カ
ラ
編
纂
シ
ツ
ゝ
ア
ル
「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
ノ
末
ニ
加
ヘ
ル
心

算
デ
ア
ッ
タ
ガ
、
又
、
考
ヘ
ル
所
ガ
ア
ッ
テ
、
独
立
ノ
一
篇
□
シ
タ
。

外
ニ
性
的
諺
ガ
猶
二
三
十
則
ア
ル
ガ
、
今
ハ
一
切
省
略
シ
タ
。

　

話
シ
手
ト
、
話
サ
レ
タ
時
日
ト
ノ
明
カ
ナ
モ
ノ
ハ
、
ソ
レ
ゾ
レ
ノ

章
末
ニ
、
記
入
シ
タ
。
最
近
、
新
ニ
聞
込
ン
ダ
者
モ
、
皆
、
当
時
ニ

行
ハ
レ
タ
所
デ
ア
ル
。

　

こ
の
一
〇
八
篇
の
昔
話
報
告
が
、
当
初
は
「「
播
州
小
河
ノ
方
言
」
ノ

末
ニ
加
ヘ
ル
心
算
デ
ア
ッ
タ
」
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
当
時
、「
方
言
」

の
報
告
と
「
昔
話
」
の
報
告
と
に
は
、
親
密
な
連
関
が
ど
う
や
ら
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
方
言
研
究
の
資
料
と
し
て
昔
話
の
報
告
が
活
用
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
そ
の
反
対
に
、
昔
話
研
究
の
資
料
と
し
て
方
言
の
報
告
が
活
用

さ
れ
る
。
昭
和
初
頭
に
、
両
研
究
は
、
共
に
協
同
し
て
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
い
つ
し
か
、「
考
ヘ
ル
所
ガ
ア
ッ
テ
、

独
立
」
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
「
考
ヘ
ル
所
」
と
は
、
何

で
あ
っ
た
の
か
。
方
言
研
究
と
昔
話
研
究
と
の
来
し
方
を
、
今
一
度
わ
れ

わ
れ
の
行
く
末
に
資
す
る
た
め
に
、
こ
の
研
究
史
を
企
図
し
た
い
。

　

さ
て
、「
播
州
小
河
地
方
の
昔
話
（
百
八
則
）」
に
収
め
ら
れ
た
昔
話
群

を
み
る
と
、
笑
話
に
大
き
く
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
第

一
話
「（
一
）
ア
ホ
ム
コ
ノ
謡
」
か
ら
第
八
話
「（
八
）
牛
ニ
ツ
キ
コ
ロ
サ

レ
タ
婿
」
ま
で
、
所
謂
馬
鹿
聟
話
が
続
く
。
続
い
て
第
九
話
と
第
一
〇
話

と
が
所
謂
馬
鹿
嫁
話
に
な
り
、
第
一
一
話
か
ら
第
一
七
話
ま
で
が
「
山
寺

ノ
和
尚
ト
小
僧
ト
ノ
話
」
所
謂
和
尚
と
小
僧
譚
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

笑
話
が
大
ま
か
な
分
類
ご
と
に
纏
ま
り
な
が
ら
、
延
々
と
続
く
。
所
謂
、

本
格
昔
話
あ
る
い
は
完
形
昔
話
は
、
第
一
〇
二
話
の
「（
一
〇
二
）
桃
太

郎
ノ
話
」
か
ら
「（
一
〇
三
）
又
」「（
一
〇
四
）
舌
切
雀
」「（
一
〇
五
）

カ
ニ
ノ
カ
タ
キ
ウ
チ
」「（
一
〇
六
）
土
舟
木
舟
」「（
一
〇
七
）
日
本
一
の

屁
コ
キ
バ
バ
」
ま
で
続
い
て
い
る
の
が
目
立
つ
く
ら
い
だ
。
こ
れ
が
、
そ

の
地
域
性
に
よ
る
の
か
、
編
著
者
の
高
田
の
個
性
な
の
か
は
、
興
味
が
あ

る
。

　

兵
庫
県
と
い
う
と
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
も
、
井
口
宗
平
の
『
西

播
磨
昔
話
集
』（
一
九
七
五
年
、
岩
崎
美
術
刊
）
を
意
識
し
て
し
ま
う
。

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
兵
庫
県
佐
用
郡
に
生
ま
れ
た
井
口
の
こ
の

仕
事
は
、
当
地
に
所
謂
「
彦
八
話
」
の
系
譜
に
連
な
る
。
そ
の
間
の
事
情
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は
、
同
書
巻
末
の
庵
逧
巖
に
よ
る
「
編
者
ノ
ー
ト
」
と
野
村
純
一
に
よ
る

「
解
説
」
に
詳
し
い
が
、
高
田
の
「
播
州
小
河
地
方
の
昔
話
（
百
八
則
）」

も
ま
た
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
い

で
に
い
う
と
、
柳
田
國
男
の
ハ
ナ
シ
観
や
笑
話
観
に
も
、
彼
の
出
身
地
、

辻
川
で
の
ハ
ナ
シ
の
特
色
が
微
妙
な
影
を
落
と
し
て
い
は
し
な
か
っ
た
か

と
考
え
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
さ
て
、
こ
こ
で
は
ハ
ナ
シ
の
先
進
地
域
と

し
て
の
小
河
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　

そ
う
し
て
、
こ
こ
で
も
、
高
田
十
郎
は
、
話
の
出
所
を
な
る
べ
く
詳

細
に
記
し
て
い
る
。「（
二
）
又
」（
ア
ホ
ム
コ
ノ
謡
）
に
は
、「（
大
正

一
五
、九
、三
〇
．
高
橋
姉
、
談
）」
と
あ
り
、「（
三
）
皿
ト
婆
ト
ヲ
間
違

ヘ
タ
婿
」
に
は
、「（
父
、
光
葉
久
吉
、
談
））」、「（
四
）
茶
碗
ト
風
呂
ト

ヲ
間
違
ヘ
タ
婿
」
に
は
、「（
父
談
）（
大
正
一
五
、九
、三
〇
．
姉
談
）」
と

続
い
て
い
く
。
話
の
出
所
は
、
父
か
ら
聞
い
た
話
が
一
番
多
く
二
二
話
を

数
え
、
次
い
で
姉
の
高
橋
コ
ハ
マ
が
一
七
話
、
母
が
六
話
、
亡
姉
・
光
葉

ジ
ユ
が
四
話
、
坂
本
梅
松
、
友
人
の
池
田
新
一
が
各
三
話
、
叔
母
・
角
谷

ユ
リ
と
ア
サ
コ
が
各
二
話
、
従
兄
・
高
橋
八
十
松
が
二
話
、
柏
木
雨
扇
が

二
話
、
後
一
三
人
が
各
一
話
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
小
学

校
で
誰
そ
れ
か
ら
聞
い
た
と
い
う
の
が
七
話
あ
っ
た
。「
昔
話
の
語
り
合

い
」
を
想
起
さ
せ
る
。
な
お
、
同
じ
話
に
二
人
の
名
前
を
出
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
し
、
そ
の
中
に
は
、「（
八
〇
）
チ
ョ
ー
ズ
」（「
長
頭
を
廻
せ
」）

の
よ
う
に
「（
父
ガ
村
役
場
デ
、
聞
イ
テ
来
タ
話
。）」
と
、
誰
か
ら
誰
へ

が
丹
念
に
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
特
に
姉
の
高
橋
コ
ハ
マ
と
は
、
こ
の

特
集
の
直
前
に
、
か
つ
て
聞
い
た
話
の
語
り
合
わ
せ
、
確
認
を
し
て
い
る

場
合
が
複
数
あ
っ
た
。
と
も
か
く
、
一
見
し
て
分
か
る
の
は
、
こ
れ
ら
が

高
田
の
家
族
を
中
心
に
し
た
親
し
い
記
憶
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
報
告
も
「
こ
と
ば
」
を
囲
繞
す
る
雰
囲
気
ま
で
よ
く
伝
え
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
二
話
で
あ
る
。

　
　
（
八
四
）
イ
シ

く

　

神
戸
へ
、少
シ
ノ
間
イ
テ
キ
タ
人
がマ
マ

ア
ッ
タ
。
神
戸
ナ
マ
リ
ヲ
使
ゥ

テ
、「
ア
ノ
ナ
、
ワ
タ
イ　

ナ
、
神
戸
ヘ　

イ
キ
タ
イ　

ト　

思
ヒ

マ
シ
タ
時
ニ
ナ
、
イ
シ

く　
ス
キ
デ　

オ
マ
シ
タ
ガ　

ナ
、
コ
ッ

チ
ャ　

ヘ　

戻
ゥ
テ
カ
ラ
モ
、ウ
ラ
、ダ
ン
ゴ　

ヨ
ウ　

食
フ
。」
ト
、

ア
ト
ハ
、
ヤ
マ
ガ
ノ
言
葉
ニ
ナ
ッ
テ
居
タ
。

　
（
註
）
イ
シ
イ
シ　

団
子
ノ
コ
ト
、
神
戸
語
。

　
　
（
八
五
）
神
戸
ナ
マ
リ

　

神
戸
ヘ
、
行
キ
タ
ゥ
テ　

ナ
ラ
ヌ
人
ガ
ア
ッ
タ
。
家
ヲ　

ヌ
ケ
テ
、

途
中
マ
デ　

イ
テ
、
ヒ
キ
モ
ド
サ
レ
タ
。「
ワ
タ
イ
ナ
、
神
戸
ヘ
イ

キ
タ
イ
ト　

思
ヒ
マ
シ
テ
ナ
、
道
マ
デ　

イ
タ
ラ
、
ツ
カ
マ
ヘ
ラ
レ

テ
、
ウ
ラ　

戻
ッ
テ
来
タ
ァ
。」
ト
言
ゥ
タ
。

　
（
註
）
右
ノ
二
ツ
ノ
話
ト
モ
、セ
リ
フ　

ハ
、初
メ
ヲ
神
戸
ナ
マ
リ
、

終
リ
ヲ
、
小
河
言
葉
ノ
調
子
デ
言
フ
。

　

右
の
二
話
と
も
伝
承
の
経
緯
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
第

八
五
話
の
（
註
）
に
あ
る
よ
う
に
、
文
字
か
ら
だ
け
で
は
窺
い
知
れ
な
い
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会
話
の
「
調
子
」
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
の
は
、
高
田
が
こ
れ
ら
の
話
を

十
分
に
我
が
物
と
し
て
楽
し
み
つ
つ
、
深
い
理
解
を
有
し
て
い
た
か
ら
だ

と
い
え
よ
う
。「
ワ
タ
イ
」
か
ら
「
ウ
ラ
」
へ
、「
イ
シ
イ
シ
」
か
ら
「
ダ

ン
ゴ
」
へ
と
単
語
が
変
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
は
微
妙
な
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
資
料

の
報
告
に
、「
大
和
の
方
言
」
で
対
話
の
記
録
を
他
者
に
委
ね
て
い
た
の

と
は
対
照
的
な
高
田
の
立
ち
位
置
を
、
私
は
感
じ
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
方
言
採
集
と
昔
話
採
集
と
の
資
料
へ
の
手
つ
き
の
違

い
ま
で
を
も
読
み
込
む
の
は
、
深
読
み
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。『
方
言
採

集
手
帖
』
や
『
簡
約
方
言
手
帖
』
な
ど
で
は
、
や
は
り
単
語
の
採
集
が
重

ん
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
高
田
の
方
言
採
集
は
、「
大
和
の

方
言
（
其
三
）」
辺
り
か
ら
、
単
語
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
対
話
の
記
録

の
紹
介
を
試
み
て
い
た
。
大
和
の
そ
れ
は
、
他
国
人
の
高
田
に
と
っ
て
自

ら
が
成
し
得
な
い
も
の
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
高
田
は
独
自
の
方
言
記
録
の

可
能
性
を
求
め
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
や
が
て
、
方
言

採
集
へ
の
誘
い
が
、
柳
田
國
男
や
東
條
操
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
（
た

と
え
直
接
で
は
な
く
と
も
、
著
作
物
な
ど
を
通
し
て
）、
高
田
の
下
に
も

や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
高
田
は
自
ら
の
出
身
地
、
小
河
の
「
方
言
」
記

録
を
、
彼
ら
の
用
意
し
た
「
単
語
」
単
位
の
採
集
方
法
に
よ
っ
て
行
な
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
先
に
見
た
よ
う
な
そ
の
語
注
・
解
説
の
「
単
語
」
単
位

を
越
え
る
い
わ
ば
民
俗
性
・
説
話
性
（『
随
筆
民
話
』
性
と
い
っ
て
も
よ

い
）
と
で
も
名
づ
け
ら
れ
る
べ
き
記
録
へ
の
志
向
（
試
行
・
嗜
好
）
は
、

そ
の
ま
ま
、
高
田
の
方
言
採
集
を
「
単
語
」
単
位
の
傾
向
が
強
か
っ
た
世

間
一
般
の
方
言
採
集
か
ら
突
き
抜
け
さ
せ
て
昔
話
採
集
へ
と
（
そ
れ
も
高

田
の
場
合
は
「
笑
話
」
中
心
の
へ
と
、
だ
け
れ
ど
も
）
赴
か
せ
た
の
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
て
、
こ
の
志
向
（
試
行
・
嗜
好
）
の
違
い
は
、

や
が
て
、
方
言
研
究
と
昔
話
研
究
と
を
一
身
に
束
ね
て
い
た
柳
田
國
男

の
在
り
よ
う
を
離
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
道
を
歩
ん
で
い
く
一
因
と
も

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
「
高
田
十
郎
の
場
合
」
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
昔
話
研
究
史
一
般
の
問
題
と
し
て
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
こ
と

で
あ
る
。

（
付
記
）　

小
論
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
七
日
に
日
本
口
承
文
芸
学
会
大

会
（
於
・
奈
良
教
育
大
学
）
研
究
発
表
で
の
配
布
資
料
第
一
節
・
第
二
節

を
増
補
・
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
続
く
橘
正
一
に
つ
い
て
、
國
學
院
大

学
方
言
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
割
愛
し
た
。
こ
れ
ら

は
改
め
て
別
の
機
会
に
論
文
と
し
て
公
表
し
た
い
。
発
表
時
に
意
見
を
下

さ
っ
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、
小
論
は
、
二
〇
〇
七
年
度
名
古
屋
経
済
大
学
在
外
研
究
（
私
学

研
修
員
と
し
て
東
京
大
学
文
学
部
に
一
年
間
滞
在
。
指
導
教
官
・
佐
藤
健

二
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。

（
た
か
ぎ
・
ふ
み
と
／
名
古
屋
経
済
大
学
）


